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阪神・淡路大震災の記憶と現在
このたび、神戸大学附属図書館と阪神・淡路大裳災記念人と防災未来センターの共催で、阪神・淡路大震災関係資料の合同

展示会と講演会を開催することになりました。この機会に、誕災直後から関係資料の収集・保存・公開に努めてきた両機関の
取り組みを一人でも多くの方に知っていただきたいと思っております。

多数の方のご来場をお待ちしています。

� 竺�ITYl) 神戸大学附属園書館「震災文庫」
’‘ 

(http://www.lib.kobe-u.ac.jp/eqb/) 

神戸大学附属図書館では、被災地の中に位置する大学図書館の責務として、
震災後間もない平成7年5月から関係資料の収集・保存活動を始め、同年10月
30日「震災文庫」として公開を開始しました。

之阪神・淡路大震災記念人と防災未来センタ ー

(http://www.dri.ne.jp) 

阪神・淡路大震災の経験を語り継ぎ、その教訓を未来に活かすことを通じて、
安全•安心な市民協慟・減災社会の実現に貢献することを使命として、兵庫県に
より平成14年4月に設立されました。その所蔵資料は、平成7年10月から始まった
兵庫県の調査事業を基礎としています。

■ 展示会（合同資料展）

神戸大学附属図書館「震災文庫」

神戸大学附属図書館と阪神・淡路大霙災 人と防災未来センターの双方の会場で同
時開催します。各会場の展示資料は、それぞれの所蔵資料を中心に、双方の貸与資料
もあわせて展示します。

■ 講演会
「過去を受けとめ、未来に生きる
一擬災資料の収集・保存の意義を考えながら」

●神戸大学附属図書館社会科学系図書館会場 神戸大学名誉教授佐情奇 1言彦：

【2階展示コーナー 】では、「霙災の報道と被災状況」「霙災の中で大学は 一」「震災
を伝えるー復興までの道のり」の3つのサブテーマで、関連資料や写真を展示します。

「震災資料が生まれる
一震災資料収集 ・保存の現場から」

【震災文庫】では、人と防災未来センターからお借りした「歪んだ側溝のふた」「止まっ
た時計」「溶けた硬貨」等の貴重な「モノ」資料を展示するとともに、電子展示も行います。

神戸大学地域連携推進室地域連携研究員
佐々木和子

●阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター会場
【資料室】（防災未来館5階無料ゾーン）では、「震災資料が語る記憶ー収集」「震災

資料を伝える 一保存」「震災資料の現在（いま） ー公開・活用」の3つのサブテーマで、関
連資料等を展示します。神戸大学附属図書館震災文庫からお借りした当時の貴重な
資料を展示するとともに、センターにおける資料保存手法の 一部を紹介します。また、震
災文庫と連携した「霙災資料横断検索システム」についても紹介します。

神戸大学附属図書鱚社会科学系図書館
〒657-8501神戸市灘区六甲台町2-1
問合せ先：情報リテラシー係 TEL: 078-803-5313 
交 通：阪神「御影」・JR 「六甲道」・阪急「六甲」の各駅
　　　  から市バス36系統神大正門前下車約5分

阪神・淡路大震災記念人と防災未来センター

〒651-0073神戸市中央区脇浜海岸通1-5-2(HAT神戸内）
問合せ先： 資料室（防災未来館5階） TEL : 078-262-5058 
交 通：【鉄道】阪神「岩屋」「春日野道」駅から徒歩約10分

JR「 灘」駅南口から徒歩12分
阪急「王子公園」駅西口から徒歩約20分

【バス】三宮駅前から市バス29系統 約20分
三宮駅前から阪神バスHAT神戸線約15分

自然科学系図書館1階集密書庫

-----面贔――------------

阪急電鉄神戸線

JR神戸線
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